























































The classiﬁcation with the sound structure of Warabeuta, and one tentative plan to improvisational study 






















































































































































































































　　　 →③ B－１タイプ→④ B－３タイプ >
<Eタイプの細分化　① Eタイプ→② E－２タイプ



































































 1978年 pp.28－44　　 
２）柴田南雄『音楽の骸骨のはなし』 音楽之友社 


























 資料等 音数 資料 1 資料 2 資料 3 計％ 小計①％ 小計②％ 総計タイプ
α タ イ プ 1 0 0 0 0 0 0 0
25 11.6
215
β タ イ プ 2 ◎ 0 18 0 18 8.4
18 8.4
β －1 タ イ プ 2 0 0 0 0 0
γ タ イ プ 3 ○ 1 0 0 1 0.5
7 3.3
γ －1 タ イ プ 3 ○ 0 5 0 5 2.3
γ －2 タ イ プ 3 ○ 0 1 0 1 0.5
γ －3 タ イ プ 3 0 0 0 0 0
γ －4 タ イ プ 3 0 0 0 0 0
a タ イ プ 2 0 0 0 0 0 0 0
94 43.7
A タ イ プ 3 ◎ 10 82 2 94 43.7 94 43.7
B タ イ プ 4 ◎ 5 9 4 18 8.4
47 21.9
51 23.7
B －1 タ イ プ 4 ◎ 1 9 0 10 4.6
B －2 タ イ プ 4 ◎ 3 5 4 12 5.6
B －3 タ イ プ 4 ◎ 5 0 2 7 3.3
C Ⅰ タ イ プ 4 0 0 0 0 0
4 1.9
C Ⅰ －1 タ イ プ 4 ○ 1 0 0 1 0.5
C Ⅰ －2 タ イ プ 4 0 0 0 0 0
C Ⅰ －3 タ イ プ 4 ○ 2 0 1 3 1.4
C Ⅱ タ イ プ 4 0 0 0 0 0
0 0
C Ⅱ －1 タ イ プ 4 0 0 0 0 0
C Ⅱ －2 タ イ プ 4 0 0 0 0 0
C Ⅱ －3 タ イ プ 4 0 0 0 0 0
D タ イ プ 4 ○ 3 0 1 4 1.9
5 2.3 5 2.3
D －1 タ イ プ 4 ○ 0 1 0 1 0.5
E タ イ プ 5 ○ 0 2 0 2 0.9
8 3.7
17 7.9
E －1 タ イ プ 5 ○ 0 2 0 2 0.9
E －2 タ イ プ 5 ○ 0 3 0 3 1.4
E －3 タ イ プ 5 ○ 0 1 0 1 0.5
E Ⅰ タ イ プ 5 0 0 0 0 0
5 2.3
E Ⅰ －1 タ イ プ 5 ○ 0 0 1 1 0.5
E Ⅰ －2 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅰ －3 タ イ プ 5 ○ 0 1 3 4 1.9
E Ⅱ タ イ プ 5 0 0 0 0 0
0 0
E Ⅱ －1 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅱ －2 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅱ －3 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅲ タ イ プ 5 ○ 1 0 0 1 0.5
2 0.9
E Ⅲ －1 タ イ プ 5 ○ 0 1 0 1 0.5
E Ⅲ －2 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅲ －3 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅳ タ イ プ 5 ○ 1 0 0 1 0.5
2 0.9
E Ⅳ －1 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
E Ⅳ －2 タ イ プ 5 ○ 0 1 0 1 0.5
E Ⅳ －3 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
F タ イ プ 4 0 0 0 0 0
0 0
0（5） 0（2.3）
F Ⅰ タ イ プ 4 ○ 0（4）＊ 0 0 0 0
G タ イ プ 5 0 0 0 0 0
0 0
G －1 タ イ プ 5 ○ 0（1）＊ 0 0 0 0
Ｈ タ イ プ 4 0 0 0 0 0 0 0
1 0.5I タ イ プ 4 ○ 1 0 0 1 0.5
1 0.5
I －1 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
J タ イ プ 8 ○ 1 0 0 1 0.5
5 2.3 5 2.3
J －1 タ イ プ 6 0 0 0 0 0
J －2 タ イ プ 6 ○ 0 3 0 3 1.4
J －3 タ イ プ 6 0 0 0 0 0
J －4 タ イ プ 6 ○ 0 1 0 1 0.5
K タ イ プ 5 ○ 0 1 0 1 0.5
3 1.4 3 1.4
K －1 タ イ プ 5 ○ 1 0 0 1 0.5
K －2 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
K －3 タ イ プ 5 0 0 0 0 0
K Ⅰ －1 タ イ プ 6 ○ 1 0 0 1 0.5
L タ イ プ 4 ○ 0 1 0 1 0.5
2 0.9 2 0.9
M タ イ プ 5 ○ 0 1 0 1 0.5
移 旋 －1 タ イ プ ○ 2 0 0 2 0.9
8 3.7
12 5.6
移 旋 －2 タ イ プ ○ 3 0 0 3 1.4
移 旋 －3 タ イ プ ○ 2 0 0 2 0.9
混 合 タ イ プ 0 0 0 0 0
重 混 合 タ イ プ ○ 1 0 0 1 0.5
替 歌 タ イ プ 0 0 0 0 0
2 0.9替 歌－ 四 七 抜 き タ イ プ ○ 2 0 0 2 0.9
全 借 用 タ イ プ 0 0 0 0 0
替 歌－ 移 旋 タ イ プ 0 0 0 0 0
2 0.9
四七抜きタイプ－移旋タイプ 0 0 0 0 0
四七抜きタイプ－重移旋タイプ ○ 0 1 0 1 0.5








子さん」。E－1「丸書いてちょん」。E－2「いちじくにんじん」。E－3「縦縦横横」。E Ⅰ－1「しんばししょうや」。E  Ⅰ－3「まりやかがりや」。EⅢ 「お寺の和尚
さん」。E Ⅲ－1「おじょうさん」。EⅣ 「竹やぶ子やぶ」。E Ⅳ－2「ぞうりけんじょ」。I「ひのこ」。J「一番はじめは」。J－2「ねんねこねんねこ」。J－4「ねんね
ろねんねろ」。K「うちのこんぺとさん」。K－1「高い山から」。K Ⅰ－1「ひいふうみいよう」。L　「菜つみそうそう」。M「ひとりきな」。移旋－1「開いた開いた」。
移旋－2「今年のぼたん」。移旋－3「ずいずいずっころばし」。重混合「坊さん坊さん」。替歌－四七抜き「山があって谷があって」。四七抜き－重移旋「山があって」。
基本－替歌－四七抜「げんこつ山の狸さん」。
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